[bookmark: _ok9svq2p8ujs]公開講座受講契約書

**○○株式会社（以下「甲」という。）**と、公開講座の受講を申し込む者（以下「乙」という。）は、甲が提供する公開講座の受講について、次のとおり公開講座受講契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _lnp57pvb02vm]第1条（目的）
本契約は、甲が実施する公開講座について、乙が受講するための条件その他必要な事項を定め、双方の権利義務関係を明確にすることを目的とする。

[bookmark: _bnd5ovbc1k8e]第2条（講座の内容）
1. 甲は、講座名、開催日時、開催方法、受講料、講座内容その他の条件を募集要項、申込ページ又は案内資料に定めるものとする。
2. 乙は、募集要項等を確認のうえ、本契約を締結するものとする。
3. 講座内容は教育目的で提供されるものであり、特定の成果又は資格取得等を保証するものではない。
4. 
[bookmark: _xbik4bp7gvus]第3条（契約の成立）
1. 乙が所定の方法により受講を申し込み、甲がこれを承諾した時点で本契約は成立する。
2. 受講料の支払いをもって契約成立とする旨を募集要項に定めた場合は、その定めによる。
3. 
[bookmark: _dej0yyxzw67]第4条（受講料）
1. 乙は、甲が定める受講料を所定の方法及び期限までに支払うものとする。
2. 振込手数料その他支払に要する費用は乙の負担とする。
3. 支払済みの受講料は、本契約又は法令に別段の定めがある場合を除き返還しない。
4. 
[bookmark: _gvo8twshb7ui]第5条（受講環境）
1. オンライン講座の場合、通信環境、端末、ソフトウェアその他受講に必要な設備は乙の責任及び費用で準備するものとする。
2. 通信障害その他乙側の事情により受講できなかった場合であっても、甲は責任を負わない。
3. 
[bookmark: _ozme4ntqc8u3]第6条（受講資格）
乙は、次の各号を保証する。
1. 申込情報が真実かつ正確であること
2. 募集要項に定める受講条件を満たしていること
3. 本契約を締結する権限を有すること
4. 
[bookmark: _80s2zhm0mrdq]第7条（禁止事項）
乙は、次の行為をしてはならない。
1. 講座資料、教材、動画その他コンテンツの無断複製、転載、配布又は販売
2. 講義内容の録音、録画、撮影（甲が許可した場合を除く。）
3. 第三者への受講権譲渡又は受講IDの貸与
4. 他の受講者、講師又は甲に対する迷惑行為
5. 講座運営を妨害する行為
6. 法令又は公序良俗に反する行為
7. その他甲が不適切と判断する行為
8. 
[bookmark: _syuspsgkdsnz]第8条（教材等の知的財産権）
1. 教材、スライド、動画、配布資料、演習資料その他講座に関する著作物の著作権その他知的財産権は、甲又は正当な権利者に帰属する。
2. 乙は、私的利用の範囲を超えて利用してはならない。
3. 甲の書面による承諾なく二次利用してはならない。
4. 
[bookmark: _egdu6u126q72]第9条（秘密保持）
1. 乙は、講座を通じて知り得た甲又は他の受講者の営業上、技術上その他一切の非公開情報を第三者へ漏えいしてはならない。
2. 本条の義務は契約終了後も存続する。
3. 
[bookmark: _uv4nc2t3bxt8]第10条（個人情報）
甲は、乙の個人情報を法令及び甲のプライバシーポリシーに従って適切に取り扱うものとする。

[bookmark: _ncmgaq9jrzgy]第11条（講座内容の変更等）
甲は、次の場合には講座内容、講師、日程、開催方法等を変更できる。
1. 災害その他不可抗力
2. 講師の急病等
3. システム障害
4. その他合理的理由がある場合
5. 
[bookmark: _t2mmv9fvwwcv]第12条（講座の中止）
1. 最少催行人数に満たない場合
2. 天災地変その他不可抗力
3. 講師の急病その他やむを得ない事情
前項の場合、甲は必要に応じて受講料を返金するものとし、それ以外の損害について責任を負わない。

[bookmark: _4omu05ovfhqc]第13条（受講取消し）
1. 乙が受講を取り消す場合は、甲所定の方法によるものとする。
2. キャンセル料は募集要項に定める。
3. 
[bookmark: _a2b4yqjhx91r]第14条（契約解除）
甲は、乙が次の各号に該当した場合、催告を要せず契約を解除できる。
1. 本契約に違反した場合
2. 受講料を支払わない場合
3. 禁止事項に違反した場合
4. 他の受講者へ重大な迷惑を与えた場合
5. 暴力団その他反社会的勢力であることが判明した場合
6. 契約継続が困難と認められる事由がある場合
[bookmark: _bh20zu9by4k4]第15条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自らが反社会的勢力に該当しないことを表明保証する。
2. 相手方が反社会的勢力に該当した場合は直ちに契約を解除できる。
3. 
[bookmark: _cb5tgbfxln8b]第16条（損害賠償）
甲又は乙は、本契約に違反し相手方へ損害を与えた場合、その通常かつ直接の損害を賠償するものとする。

[bookmark: _vwuxkfpgu9sf]第17条（免責）
1. 甲は、講座内容の正確性、有用性、資格取得、売上向上その他特定成果を保証しない。
2. 甲の責任は、故意又は重大な過失がある場合を除き、乙が支払った受講料を上限とする。
3. 間接損害、逸失利益について甲は責任を負わない。
4. 
[bookmark: _dd0st1d6ztlv]第18条（契約期間）
本契約は契約成立日から講座終了日まで有効とする。ただし、その性質上存続すべき条項は契約終了後も有効とする。

[bookmark: _4to8p98mvfoi]第19条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議し解決する。

[bookmark: _p0j40ai4vo29]第20条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約は日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関する紛争については、甲の本店所在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。
[bookmark: _oxai7hr3l4hk]
[bookmark: _xqwdbtrm6rv4]
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[bookmark: _x54mx8p2d1nk]
[bookmark: _gtwfdbprot6l]
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[bookmark: _jso3qvqz6af3]
[bookmark: _z71jm8ke5xd8]
契約締結日：　　　年　　　月　　　日
[bookmark: _68cbzrv7mv2c]
[bookmark: _z1l6ubdr3f8s]甲（講座主催者）
事業者名：____________________________

所在地：______________________________

代表者：______________________________

[bookmark: _i7kvn17tjreq]乙（受講者）
氏名：________________________________

住所：________________________________

電話番号：____________________________

メールアドレス：______________________

署名：________________________________

